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  情報ネットワーク技術あるいは情報技術（以下 ITと略称）の高度活用が企業の戦略や組
識に大きなインパクトを与え、その結果まったく新しい企業モデルが生まれるという議論が、
90年代に入って活発化した。Davidow and Malone（1992）が提唱した「バーチャル・コ
ーポレーション」（virtual corporation、以下 VC）はその代表例である1。ここに VCとは
「企業、サプライヤー、顧客の間でほとんど境界がなく、浸透性があり、常に変化する接点
をもつ組織体」2を意味する（Davidow and Malone、1992）。VCにおいては ITが決定的
に重要な役割を果たすと彼らは主張している。 
























1 Davidow, William H., and Michael S. Malone, The V rtual Corpora ion, Harper Collins, New York, 
1992（(牧野昇監訳、『バーチャル・コーポレーション』、徳間書店、1993年). 
2 Davidow and Malone, The V rtual Corpora ion, 1992, p5. (牧野昇監訳、『バーチャル・コーポレーショ
ン』、 1993年、16ページ). 
3たとえば、Michael S. Scott Morton, “The Effects of Information Technology on Management and 
Organization,” in Thomas A. Kochan and Micael Useem (eds.), Tran forming Organization, Oxford 
University Press, 1992, pp. 261-279；Nitin Nohria and Robert G. Eccles (eds.), Networks and 




2.  Global Procurement Open Market 
 
 









  聞き取りを重ねる過程で、インターネット資材調達を行う日本企業の担当者が FPAN















上で提案した。その結果 FPAN の協力を得て、インターネット資材調達モール GPOM 
(Global Procurement Open Market)を構築することになった。 













                                                  
4 http://dakar.vsr.mag.keio.ac.jp/ 参照。 
2 
  19ヶ月間の運用の結果、現在の参加者は 250人、主に電機・電子部品メーカーを中心と
する 230社である。全体のうち国内からの参加者は 69%、海外からの参加者は 31%である。
海外企業の地域別内訳はアジア 16%、ヨーロッパ 6%、北アメリカ 8%、南アメリカ 2%で
ある。全体の参加者の約 3割を海外企業が占めているが、海外メディアを使って GPOMの
宣伝に努めたわけではない。 
















































                                                  
5 質問票の送付先は、①GPOM参加メンバー、②FPANメンバー、および③企業研究会参加企業である。
質問票は 1997年 5月３日から 1997年 5月 13日にかけて、送付・回収した。有効回答数は 57社であっ
た。 
6 この聞き取りは、1996年６月 6日から 1997年 12月 19日にかけて、インターネット資材調達を実施し
ている企業６社に対して行われたもの。 


























WEB-EDI とよばれている。従来型の EDI は専用線を基盤とし、高価でかつ操作が複雑な
EDI 専用端末を要求したが、それに対して WEB-EDI は、インターネット技術を利用し、
通常のインターネット・ブラウザ搭載の PC端末さえあれば、これまでの EDI による取引
を手軽に行うことができる。 




きなかったが、WEB-EDI は、その低い導入コストによって、従来の EDI に参加できなか
った中小の企業でも気軽に利用できる環境を提供することになる。 




調達で年間 2 兆 4 千億円に上る調達実績を持つが、新システムの活用によって、調達部品
の購入価格を前年度比で平均 15％引き下げられると見込んでいる10。 





















                                                  
8 聞き取りは、1997年 11月 28日に日本電気株式会社本社にて資材部管理部情報システム企画担当部長（当
時）の瀬野 雅幸氏に対して行われた。 
9 聞き取りは、1997年 11月 26日に富士通株式会社川崎工場にて資材部の担当部長（当時）、波多野 新八
氏、資材調達グループ（当時）圓垣内 隆氏、調査グループ（当時）廣瀬 修二氏に対して行われた。 
10 1997年 12月 19日、日立製作所本社（東京千代田区）で資材部担当情報管理グループ（当時）石野 健
一氏、システム事業部ネットワークビジネス推進センタ（当時）、中村 秀氏へ聞き取りを実施した。なお
『日本経済新聞』1998年 4月 14日も参照。 
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米国 GE社の TPN（Trading Process Network）である。これは、限られたメンバーのみ
がアクセスできるいわゆる「エクストラネット」を活用した調達システムであるが、日本企
業の事例とは異なり、専用線ではなくインターネット回線を使っている。  









は基本的に無料であったが、1998 年からは参加登録料 50 ドルと年会費 300ドルが必要に
なった。 
  TPNへの参加企業は 1997年 10月時点で 1万社に達している。将来的には 4万社の参加
を GEでは見込んでいる。TPNを利用した実績として、1996年度の調達金額は既に 10億

































































































































  以上見てきたように、同じ資材調達活動に着目してみても ITの活用は、企業戦略の違い
や既存の取引形態の違いを投影して、日米両国で大きく異なることが観察できるのである。
                                                  
12 Fujimoto, Takahiro & Ckark, Kim B., Product Development Performance, Harvard Business 
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